
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     

１２月の「小中いじめ根絶集会」に向けて全校生徒に対し、無記名で「いじめ」意識アンケートを行いまし

た。無記名ですので、生徒の潜在的な意識が見えます。「いじめ」の指導は重要な取り組みの一つですので、

生徒指導部を中心に、各学級で生徒同士の話し合いをもとに、しっかりとした指導を行っています。 

 

 「いじめ」については、２つの視点で理解していくことが大切だと考えています。 

 

 １つは、社会的な認識として「いじめ」を捉えなければならないということです。アンケートでは、「○○

のようなことは、いじめにあたるか」という問いを投げかけています。日常的に友達関係の中やクラスの中で

ありそうなことを項目にしていますので、「わからない」「いじめにあたらない」といった回答もあります。 

 しかし、いじめの定義では「行為の対象となった生徒が心身の苦痛を感じているもの」となっています。つ

まり、毎日の生活の中で起こりそうなことでも「いじめ」となる場合があることを知っていなければなりませ

ん。 

 また、項目にあるような「避ける」「ひやかす」「ひそひそ話をする」といったことが原因となり、相手が

学校に足が向かなくなることや、孤立感を深め、命を落としてしまうニュースも聞きます。その場合、「それ

ぐらいで・・・」といった認識はとても危険であると感じます。もし、加害者の立場になった場合は、社会的

に大きな批判を受けることになるでしょう。もちろん、法的にも裁かれる場合があります。いじめ防止対策推

進法では、「生徒はいじめをしてはならない」「保護者はいじめをさせないよう指導する」と明記されていま

す。 

 つまり、社会的な認識としては、どんな些細なことでも相手が傷つくようなことはしてはいけないというこ

とです。また、相手がどう感じるかを想像することも必要です。中学校卒業後はより広い社会へ出ることにな

ります。複雑な人間関係の中では、より高い倫理観が必要です。 

 

 しかし、「やってはいけない」「だめなこと」とはわかっていても、「うまくできないこと」があります。

もう１つは「道徳として」「人の心情として」捉えることです。 

 生徒たちは中学生です。まだまだ経験が乏しく、善悪の判断も表面的には理解しているものの、深い理解や

実践に結び付いていないところも数多くあります。また、私たち大人であっても、状況によって正しいと思わ

れる言動ができないことがあります。他人との関わりはいつも複雑で微妙です。 

 無記名のアンケートの結果は生徒たちの心の声です。自分たちでは、どうにもできないことがあるのかもし

れません。「きれいごと」だけでは生徒たちの本心を動かすことはできないのです。 

 それでも学校は、生徒たちに寄り添い、心を育む場所です。仕方のないこととしてあきらめたり、放置した

りすることはありません。生徒たちの心に響く指導を続けていくことが

使命です。困ったときに誰かに相談できる学校体制を整えることも大切

だと考えています。今年度は、養護教諭による個別の健康相談も行って

います。 

 「特別の教科道徳」がスタートしてから４年目になります。「道徳」

では、正しいことを教え込むのではなく、議論や話し合いによって内面

にある思いを揺さぶり、多様な意見をもとに、自分の考えを深めていく

ことを目指しています。 

 

 ご家庭に置かれましては、心が揺れ動くこの時期「いじめにあってはいないか」「いじめをしていないか」

について、注意深く見守っていただきたいと思います。そして、もしも気になる点があれば、担任や学校へご

相談いただけますよう、お願い申し上げます。 
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「いじめ」意識アンケートの結果から 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           

1日(木) 交通安全街頭指導 

          3年生三者面談 2日目 

2日(金) 3年生三者面談 3日目 

5日(月) 草の根教育実習（～6日） 

 6日(火) 小中合同いじめ根絶集会 

  7日(水) フッ化物洗口（放課後） 

   8日(木) 参観日・学年懇談 

14日(水) 一斉委員会 

15日(木) スクールカウンセラー勤務日 

     フッ化物洗口（放課後） 

19日(月) 職員会議（5時間授業） 

20日(火) 情報モラル教室 

21日(水) 救命救急講習 

22日(木) フッ化物洗口（放課後） 

23日(金) 2学期終業式 下校バス 12:10 

     大掃除      

24日(土) 冬季休業 （1月 16日まで） 

 29日(木) 学校閉庁日（～1月 3日まで） 

※1月 17日(火)  

    3学期始業式 

 
 
 
 

１０日(木)   
 
 
 
 
 

部活動の結果について 

 

健康管理や命を大切にする心を学ぶ 

      ～3 年生「がん教育」～ 

１０月２５日（火）にがんを知ることで健康管

理や命を大切にする心を養ってもらおうと、３年

生を対象に「がん教室」の授業を行いました。 

講師に保健師の高野光希さん、 

ピンクリボン・ディスカバ 

代表の柴田直美さんをお招 

きして、がんについての現 

状や実体験を交えたお話を 

いただきました。生徒達は、 

予防することや早期発見の 

大切さについて理解を深め 

ました。 

 

 
           

 

学校教育に関する保護者アンケート  
 

中学生の保護者の皆様に、11 月 25 日(金)付け

で、学校教育に関する保護者アンケートをお願いし

ております。今年度の回答も、昨年度同様に紙面で

はなく、スマートフォン、タブレット、PC を活用

した回答方法となっており、12 月 1 日(木)が入力

の締め切り日となっております。昨年度よりもアン

ケート項目を厳選しており、数分でお取り組みいた

だける内容となっています。ぜひ、ご協力をお願い

いたします。入力画面までたどり 

つかない、入力の仕方がわからな 

い、紙面での回答を希望したいな 

どございましたら、北竜中教頭ま 

で連絡をお願いいたします。 

～北竜町ＰＴＡ連合会研究大会  兼  北竜町家庭教育学級  

 兼 北空知管内市町教育委員研修会 ～ 
 

11月 5日（土）に北竜町公民館で、第 55回

北竜町 PTA 連合会兼北竜町家庭教育兼北空知管内

市町教育委員研修会を行いました。講師にラジオ

「ファミリー・トーク」のパーソナリティーを務

める金子耕弐さんをお招きました。子育てで重要

な「愛情を与える」「感動を共有すること」「親

としての威厳（リーダーシップ）」の 3つの柱に

ついて講演いただき、とても有意 

義な時間となりました。ご参加い 

ただきました皆様、運営に尽力さ 

れた連合 PTA役員の皆様、ご協 

力ありがとうございました。 

 

 

 
           

 

北竜中学校生徒会役員新体制（訂正）  
 

10 月号掲載の生徒会役員に役職が抜けていた

箇所がありました。訂正してお知らせいたします。 

会長   小菅さくら  副会長   山田七菜  

書記長 深瀬虹心    書記次長 佐藤璃奈 

生活委員長     髙畑祐太  

ひまわり委員長 堂前獅音 

 

中学生の保護者の皆様に、11 月 25 日(金)付け

で、学校教育に関する保護者アンケートをお願い

 
 
◎バレーボール部                 

・北空知地区中学校バレーボール大会「深川協会長杯」 

 11 月 5 日(土) 会場 深川市立深川中学校 
 リーグ戦  
  1 試合目 北竜・一已中 ０－２ 深川中 
  2 試合目 北竜・一已中 ０－２ 沼田・雨竜中 
                           
◎卓球部  

・第 52 回滝川選手権卓球大会 

11 月 13 日(日)  会場 滝川第 1 スポーツセンター 

【女子ダブルス 】 小菅・深瀬 組  準優勝 
【女子シングルス】 深瀬虹心 準優勝     小菅さくら ベスト 8 
           辻 桜咲 ベスト 8    阿部涼香   ベスト 8 
 

 ※第 38 回道新杯北海道中学選抜卓球大会（女子団体戦）に出場 

12 月 27 日(火)～12 月 28 日(水)  会場 北ガスアリーナ札幌 46 

   


